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上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

管理事業 千里ニュータウン情報館事業 所管部局 都市計画部

1
所管
室課

計画調整室 事業名 千里ニュータウンプラザ管理事業（情報館）

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和３年度

施策コード 611 施策 土地利用誘導と良好な景観形成

16,509
※課題があるものは■

一般財源の比率（％） 100.0 100.0 □
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

千里ニュータウンプラザ施設管理

活動実績 年度 R2 R3
評価の視点

（１）千里ニュータウンプラザ内の千里ニュータウン情報館に係るサービス購入料（維持管
理）
令和元年度…4,428,694円、令和２年度…4,540,012円、令和３年度…4,560,128円
（２）千里ニュータウンプラザ内の千里ニュータウン情報館に係るサービス購入料（修繕）
令和元年度…806,537円、令和２年度…3,475円、令和３年度…1,586,632円
（３）千里ニュータウンプラザ内の千里ニュータウン情報館に係るサービス購入料（設計・建
設）
令和元年度…9,578,001円、令和２年度…9,421,063円、令和３年度…9,269,322円
（４）需用費（電気料金・上下水道料金）
令和元年度…1,020,250円、令和２年度…916,936円、令和３年度…1,092,493円

維持管理については、PFI事業として令和13年度までの20年間一括契約である。サービス購入料
として、千里ニュータウンプラザの維持管理費、修繕費及び設計・建設費を支払っており、費
用については各施設の専有面積で按分して算出している。

決算額　(千円) 14,881

事業概要

千里ニュータウン情報館展示等

活動実績 年度 R2 R3
評価の視点

（１）千里ニュータウン情報館オンラインセミナー
令和２年度からコロナ禍でも開催可能なオンライン形式を採用しており、令和３年度は千里
ニュータウンに関する情報を３回にわけて発信した。
（２）千里ニュータウン情報館入館者数
令和元年度…26,749人、令和２年度…5,157人、令和３年度…10,468人
（３）千里ニュータウン情報館主催事業の参加者数
令和元年度…9,593人、令和２年度…69人、令和３年度…2,800人

千里ニュータウン情報館の入館者数や主催事業の参加者数については、新型コロナウイルス感
染症拡大防止のため、臨時休館期間を設けるなど、例年に比べると集客が難しい状況であった
が、令和３年度は延期となっていた企画展示の開催が要因で増加に転じた。

決算額　(千円) 2,431

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

本事業はPFI事業によるサービス購入料と光熱水費
のみの構成であり、千里ニュータウン情報館の維持
管理及び運営のためには必要な経費である。
空調温度のこまめな調整や、照明の部分的な消灯を
行い、コストの削減に努める必要がある。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

引き続き千里ニュー
タウン情報館の適切
な維持管理を行う。

2
所管
室課

計画調整室 事業名 千里ニュータウン情報館展示等事業

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

企画展示へのICT技術の活用など、新たな手法も取
り入れて千里ニュータウンの情報を発信する。
まちびらきから約60年が経過した千里ニュータウン
において、再生へのアプローチや課題解決へ向け
て、調査・研究機能の充実を図る。
市民や学識経験者、学生が千里ニュータウン情報館
を活用し、情報交換するなどまちづくりに関して多
様な主体が連携できるような取組を推進する。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

資料の収集や情報発
信を行い、多様な主
体の相互交流、連携
を図る。

所管
室課

事業名

1,938
※課題があるものは■

一般財源の比率（％） 99.8 99.8 ■
市民ニーズ、
社会的役割

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

今後の実施計画
の方向性・内容

所管室課 事業名 所管室課 事業名

※課題があるものは■

一般財源の比率（％） □
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

活動実績 年度 R2 R3
評価の視点

決算額　(千円)
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